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卵を育てる視床下部因子“FSH-RH”の発見 
――GnRH の発見から 50 年ぶりのメジャーアップデート―― 

 

発表のポイント 

◆メダカをモデルにし、真骨魚類において視床下部性のコレシストキニンが脳下垂体からの卵

胞刺激ホルモン（FSH）放出制御に最も強くはたらく視床下部因子、すなわち FSH 放出ホルモ

ンであることを発見した。 

◆これまで 2 つの下垂体ホルモン（FSH、LH）は単一の制御因子（GnRH）に制御されるとされて

きたが、FSH-RH と LH-RH という 2 つの制御因子による独立した制御が見つかった。 

◆視床下部制御因子が不明だったために薬理的に制御しづらかった卵胞発育を、安価な FSH-RH

によって人為的に進める応用利用が期待される。 

 

 

魚の卵や精子を育てる視床下部因子をメダカで同定した。 

 

概要 

東京大学大気海洋研究所海洋生命システム研究系海洋生命科学部門の神田真司准教授と、同

大学大学院農学生命科学研究科の大久保範聡教授らの研究グループは、理化学研究所、Johns 

Hopkins University と共同で、真骨魚類には卵・精子の形成を制御する視床下部因子、FSH 放

出ホルモン（FSH-RH）が存在することを明らかにしました。 

1971 年の哺乳類における生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）の発見（1977 年ノーベル

生理学・医学賞）以来、これまで脊椎動物の脳下垂体に存在する 2 つの生殖腺刺激ホルモン（FSH、

LH）の分泌は、いずれも視床下部の GnRH によって制御されていると考えられてきました。本研

究ではメダカを用いて、真骨魚類においては FSH、LH の調節因子は共通ではなく、FSH の制御

に必須な役割を果たす視床下部ホルモン、FSH-RH が別に存在することを初めて明らかにしまし

た。 

FSH-RH は、既知の短いペプチド、コレシストキニンであることがわかったため、安価で利用

できます。この研究成果は今後増養殖における人為催熟、とくに早期催熟等に役立つことが期

待されます。 



 

 2 / 2 

 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

 

プレスリリース 

プレスリリース： 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240627.html 
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